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期待される水準を上回る 

 

[判断理由] 



東京大学医学部・医学系研究科 

型インターフェロンの発現誘導システムの研究も特筆される。臨床医学では、メタボリッ

ク症候群と脂肪細胞から分泌される生理活性物質アディポネクチンの関係に関する一連の

研究等が重要である。社会、経済、文化面では、若年者の脳卒中の原因となる脳動静脈奇

形に対する定位放射線手術の効果を 500 例の大規模なコホートとして長期間観察し出血リ

スクを解析した研究は、治療のガイドラインを書き換える情報として高く評価され、社会

への影響が大きい研究である。また、これらの業績に対し、日本学士院賞、朝日賞等の国

内外の著名な賞の受賞数が 50 件を超えたことは、優れた成果である。 

 以上の点について、医学部・医学系研究科の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した

結果、研究成果の状況は、医学部・医学系研究科が想定している関係者の「期待される水

準を上回る」と判断される。 
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大きく改善、向上している、または、高い質（水準）を維持している 

 

当該組織から示された事例は２件であり、そのすべてが、「大きく改善、向上している、

または、高い質（水準）を維持している」と判断された。 
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